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栗
東
い
ち
じ
く
生
産
組
合
で
は
、い
ち
じ
く

を
生
産
者
自
身
が
ジ
ャ
ム
や
ピ
ュ
ー
レ
に

加
工
。

生
食
の
規
格
か
ら
外
れ
て
も
、加
工
基
準
を

満
た
す
い
ち
じ
く
を
活
用
し
、硬
い
部
分
な

ど
を
包
丁
で
丁
寧
に
取
り
除
い
て
い
き
ま
す
。

愛
情
を
込
め
て
育
て
ら
れ
た
い
ち
じ
く
は
、

生
ま
れ
変
わ
っ
て
全
国
の
皆
さ
ん
の
も
と

へ
と
届
き
ま
す
。
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生産から加工・販売まで　まちが誇る特産品

　
市
議
会
で
は
、農
業
振
興
や
産
業
振
興
を
め
ざ
し
、多
く

の
質
問
を
し
て
き
ま
し
た
が
、「
栗
東
い
ち
じ
く
」の
取
り
組

み
は
、市
内
で
収
穫
さ
れ
た
い
ち
じ
く
が
、６
次
産
業
化
さ

れ
、全
国
に
発
信
さ
れ
て
い
る
理
想
的
な
形
。

　

平
成
３
年
、道
の
駅
こ
ん
ぜ
の
里
り
っ
と
う
が
誕
生
し

た
際
に
、「
栗
東
な
ら
で
は
の
特
産
品
を
打
ち
出
し
て
い
こ

う
！
」と
な
り
ま
し

た
。そ
の
際
、果
樹
を

植
え
つ
け
て
か
ら
収

穫
ま
で
が
短
期
間
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

い
ち
じ
く
が
選
ば
れ

た
そ
う
で
す
。

　

今
回
は
、「
栗
東
い

ち
じ
く
」に
関
わ
る
皆

さ
ん
に
話
を
伺
い
、そ

の
魅
力
を
レ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

健康、美容にもよいと言われるいちじく
栗東いちじくのおいしさの特徴は
◦やわらかく、みずみずしい果肉　◦上品な甘さ
採りたてのいちじくの販売は
◦道の駅こんぜの里りっとう・アグリの郷栗東、
　田舎の元気や等

※品評会は個人での
出品です。◦「滋賀県環境こだわり農産物」認証

◦ビニールハウス栽培
◦朝４時頃から、高温の中での作業
◦こまめな手入れが必要

栗東の
いちじくは
朝採り

◦栗東いちじく生産組合14名
◦毎年、滋賀県の果樹品評会で上位入賞
◦生産者ごとにファンがいる
◦今年の目標は52,000パック

〈特集担当：伊吹、奥村〉

栗東いちじく栗東いちじく

＜高温の中での大変な作業＞
　毎年７月の中旬くらいから収穫が始まりま
す。1パック３００ｇ（3～4個入り）で、1シーズ
ン4～５万パックほどを生産。
　ビニールハウスの中は、朝４時頃でも高温
で、収穫は大変な作業だと感じます。

出荷

＜「推し」の生産者がいる＞
　８月１日の初出荷式に伺いました。
　主に滋賀県内の市場を経て、隣県や県内の
スーパーなどに出荷されます。
　また道の駅には、生産者の名前付きで出荷さ
れており、名前を見て「推し」の生産者の物を買
い求める方もいるとの話でした。健康・美容にも
よいと好評で、ほとんどがその日のうちに売り
切れてしまう状態だそうです。

収穫

２０２２年

１位
２０２３年

２位
３位

滋賀県果樹品評会
毎年上位入賞

いちじく部門
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◦組合長自らが趣向をこらして
　積極的に発信
◦毎年、さきらで「りっとう
　無

い ち じ く

花果コンサート」を開催
　生産者、パティシエ、大学生が
　コラボするクラシックコンサート

　令和４年度策定の「栗東市農業振興基本計画」で
は、いちじくの他にも「うますぎる栗東農産物」促進
プロジェクトにより、消費者に選ばれる魅力ある農
作物づくりに取り組むこととされています。
　今回、さまざまな皆さんから話を伺い、改めてそ
のご苦労とともに、大切に育てた農産物への愛情
を感じました。
　市議会では今後も、栗東いちじくを応援し、農産業
活性化のために、市とともに取り組んでいきます。

◦ジャムやピューレへ、無駄のない食材活用
◦生産者自身が加工
◦地域で支える農業

◦道の駅こんぜの里りっとうで大人気の
　いちじくソフトクリーム
◦加工品は手原駅の観光案内所や道の駅
　などで販売

◦栗東市のふるさと納税返礼品として人気
◦東京での滋賀県の情報発信拠点
　「ここ滋賀」でも発信中

＜おいしさを追求したレシピ＞
　金勝にある加工場で、ジャムやピューレなど
に生産者自身で加工を行っています。
　ジャムは道の駅などで販売されています。　
　ピューレは道の駅へ運ばれ、ソフトクリームな
どに加工されます。
　おいしさを追求した独自のレシピで、思いを
込めて、丁寧に作業されている皆さんが印象的
でした。

全国へ

＜交流人口増加の鍵＞
　道の駅こんぜの里りっとうではいちじくソフ
トクリームを４月〜11月まで販売しており、人
気の状況です。
　他府県からもソフトクリームを求めて来られ
る方も多い中、現在は、１日平均60食までの提
供ですので、提供できる量を増やしたいとの話
でした。
　いちじくソフトクリームが今後の本市の交流
人口増加につながる一つの鍵になるのではと
感じました。

＜高評価のいちじくを
　抜群の鮮度で食べることができる栗東市民＞
　栗東市で生産されるいちじくは品評会などで
もさまざまな賞を受賞し、全国的にも高い評価
を受けています。
　ふるさと納税の返礼品としても喜ばれてお
り、東京の日本橋にあるアンテナショップ「ここ
滋賀」でも積極的な発信がされています。
　しかし、新鮮ないちじくは地元でしか手に入ら
ない栗東市民だけの特権です。

販売

加工
話を伺って

PR活動

◦地域の子どもたちが、いちじくハウスを見学

郷土愛をはぐくむ活動
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件名 採決結果

人　
事

人権擁護委員の推薦につき議会の意見を
求めることについて

（氏名：金城 ゆみ子 氏）
適任・全

教育委員会委員の任命につき議会の同
意を求めることについて

（氏名：多田 玲子 氏）
同意・全

条
例（
一
部
改
正
）

行政手続における特定の個人を識別する
ための番号の利用等に関する法律に基づ
く個人番号の利用に関する条例

（マイナンバーを条例で定める事務で利用
し情報連携できるよう改正）

可決・全

地区計画の区域内における建築物の制
限に関する条例

（小野南部・上砥山工業団地地区）
可決・全

水道事業給水条例
（水道料金改定に伴う改正） 可決・別表

福祉医療費助成条例
（子ども医療費助成対象を「小学6年生か
ら中学３年生までの子ども」へ拡大）

可決・全

令和5年度　一般会計・特別会計　補正予算
会計名 補正額 予算総額 主な内容 採決結果

一般会計（第4号） 2億4，019万4千円（増額） 272億4，372万7千円 教育費の増額等 可決・全

国民健康保険特別会計（第1号） 4,204万3千円（増額） 55億3,752万6千円 諸支出金等の増額 可決・全

後期高齢者医療特別会計（第１号） 69万7千円（増額） 7億5,883万9千円 諸支出金の増額 可決・全

介護保険特別会計（第１号） 34万６千円（増額） 43億1,422万6千円 諸支出金の増額 可決・全

一般会計（第5号） 430万1千円（増額） 272億4,802万8千円 民生費の増額 可決・全

審議した議案・請願書・意見書など

※採決結果に「別表」とある議案の採決結果については、賛否の公表をご覧ください。「全」とある議案は全員一致でしたので、表への記載は省略しています。

９月定例会９月定例会

令和4年度　一般会計・特別会計　決算
会計名 決算額 採決結果 会計名 決算額 採決結果

一般会計 275億352万7,011円 認定・別表 栗東墓地公園
特別会計 637万2,893円 認定・全

土地取得
特別会計 1億2,289万9,263円 認定・全

大津湖南都市計画事
業栗東新都心土地区
画整理事業特別会計

6,325万1,033円 認定・全

国民健康保険
特別会計 52億6,690万8,595円 認定・別表 水道事業会計 23億2,460万4,852円 可決

認定・全

後期高齢者医療
特別会計 7億2,402万6,748円 認定・別表 公共下水道事業会計 31億3,933万583円 可決

認定・全

介護保険
特別会計 39億1,876万2,324円 認定・別表 農業集落排水事業

特別会計 3,601万7,355円 認定・全

件名 採決結果

そ
の
他

和解を成立させることにつき議会の議決
を求めることについて

（時間外勤務手当請求事件について和解
を成立させるため）

可決・全

道路線の廃止について
（坊袋杉ノ木1号線、下戸山区内1号線、小
平井蒲原線、上鈎中食田線）

可決・全

道路線の変更について
（坊袋安養寺線、上鈎坊袋葉山川線、小平
井区内10号線、小平井区内11号線、六
地蔵枝ヶ谷線、坊袋杉ノ木南線）

可決・全

道路線の認定について
（林磐塚南線） 可決・全

意
見
書

県立小児保健医療センターのベッド削減
の中止を求める意見書 否決・別表

硬膜外自家血注入療法に対する適正な診
療上の評価を求める意見書 可決・全
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賛成・反対の双方があった議案について表示します。（多＝賛成多数、少＝賛成少数　　○…賛成、●…反対）

会派名
議員名

案件

賛
成
の
数

新政会 ネットワーク 公明 共産 究理 未来

三
木　

敏
嗣

中
野　

光
一

里
内　

英
幸

梶
原　

美
保

西
田　
　

聡

寺
田　

靖
広

奥
村　
　

明

田
村　

隆
光

上
石
田
昌
子

谷
口　

律
香

川
嶋　
　

恵

塩
見　
　

隆

青
木　

千
尋

伊
吹　
　

裕

武
村　
　

賞

櫻
井　

浩
司

島
田　

利
恵

令
和
４
年
度一般
会
計・

特
別
会
計
決
算

一般会計 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇

国民健康保険特別会計 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇

後期高齢者医療特別会計 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇

介護保険特別会計 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇
条
例 水道事業給水条例 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 ● ● 〇 ● ●

意
見
書

県立小児保健医療セン
ターのベッド削減の中止

を求める意見書
少 ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇

賛否の公表

＊議長（上田忠博議員）は採決に加わらない
＊会派名の正式名称は次の通り ﾈｯﾄﾜｰｸ（栗東市民ﾈｯﾄﾜｰｸ）、公明（公明栗東）、共産（日本共産党栗東市議団）、究理（究理の会）、未来 
（未来創造りっとう）

にお越しください

　本会議・委員会審査は、どなたでも自由に傍聴いただけます。
・開会時間は、いずれも9時30分を予定しています。
・日程については、現段階での予定であるため、変更になる
　場合がありますのでご了承ください。
・議場には車椅子を利用されている方の傍聴者席を設置しています。
・手話通訳者の配置をご希望の方は事前に議会事務局へ連絡をお願いします。
●問い合わせ　議会事務局（市役所4階）
　TEL:551-0137   FAX:551-0146    :gikai@city.ritto.lg.jp

　これまでの議会の様子は、
ＹｏｕＴｕｂｅの動画でご覧い
ただけます。 
　栗東市のホームページに
リンクがありますので、ご参
照ください。 

二次元コード
で録画映像が
見られます▶︎

５日 本会議（議案上程等）
12日～ 14日 本会議（個人質問）
15日～ 19日 各常任委員会
22日 本会議（委員長報告・採決）

（土・日・祝は除く）12月定例会の予定

９月議会では、意見書１件を可決し、政府関係機関に提出しました。

硬膜外自家血注入療法に対する適正な診療上の評価を求める意見書
＜意見書概要＞
　全身への外傷等により発症する脳脊髄液漏出症（減少症）の患者は日常生活を阻害する様々な症状に苦しんで
いる。2016年より硬膜外自家血注入療法（ブラッドパッチ療法）が保険適応となったが、その後に脳脊髄液の漏出
は頸椎や胸椎部でも頻繁に起こると報告された。治療をより安全で確実に行うにはX線透視下で漏出部位を確認
しながら行う必要があるが、現状の診療上の評価はX線透視が要件となっていないため、診療報酬における要件
として適切な評価に改定することを求める。
　さらに、脳脊髄液漏出症の患者の中には保険適用の「起立性頭痛を有する患者に係るもの」という要件を満たさ
ない方もいるが、本疾患の症状において約10％は起立性頭痛を認めないという研究報告があることから、算定の
要件の注釈として「本疾患では起立性頭痛を認めない場合がある」と加えることを求める。

傍聴

りっとう議会だよりりっとう議会だより 2023.11.155



◆
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す

る
条
例
の一
部
改
正
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

に
伴
い
、今
後
、対
象
事
務
が
増

え
る
可
能
性
は
。

答
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
く
中
で
、新
た
な
独
自
利

用
事
務
と
し
て
、増
え
て
い
く
可

能
性
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
福
祉
医
療
費
助
成
の
対
象
者
が

拡
大
す
る
が
、対
象
者
へ
の
利
用

も
考
え
ら
れ
る
の
か
。

答
情
報
連
携
を
利
用
し
保
険
情
報

を
入
手
す
る
方
法
が
可
能
に
な

る
た
め
、情
報
連
携
開
始
の
６
月

以
降
、活
用
方
向
の
見
込
み
。

◆
時
間
外
勤
務
手
当
請
求
事
件
に

つ
い
て
、和
解
を
成
立
さ
せ
る
こ

と
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し

た
。

問
市
職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当
請

求
の
訴
訟
後
、管
理
職
の
時
間

外
勤
務
の
状
況
に
つ
い
て
の
認

識
等
の
議
論
は
。

答
訴
訟
後
、所
属
長
に
対
し
、各
所

属
員
の
勤
務
状
況
の
確
認
を
徹

底
し
た
。

問
勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
の
修
正
は

い
つ
ま
で
な
ら
修
正
可
能
か
。出

退
勤
管
理
シ
ス
テ
ム
と
時
間
外

承
認
シ
ス
テ
ム
は
連
動
し
て
い

な
い
の
か
。

答
所
属
長
の
承
認
前
で
あ
れ
ば
自
分

で
修
正
で
き
る
。出
退
勤
と
時
間

外
は
個
々
の
入
力
に
な
る
た
め
、

全
て
の
画
面
確
認
が
で
き
る
所
属

長
に
手
順
書
の
周
知
を
し
た
。

常任委員会ピックアップ常任委員会ピックアップ
※委員長報告を映像で
　ご覧いただくことができます ～9月定例会での審査内容の一部概要をお伝えします～

◆
令
和
５
年
度一般
会
計
補
正
予
算

に
対
し
て
審
議
し
ま
し
た
。

・
会
計
年
度
任
用
職
員
の
雇
用
と

正
規
職
員
の
確
保
に
関
し
て

問
人
員
不
足
へ
の
対
応
で
会
計
年

度
任
用
職
員
を
雇
用
す
る
こ
と

は
綱
渡
り
的
な
感
じ
を
受
け
る
。

ス
キ
ル
や
事
業
の
安
定
の
た
め
、

必
要
な
人
材
を
確
実
に
確
保
す

べ
き
。市
と
し
て
正
規
職
員
を
確

保
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答
第
２
次
栗
東
市
定
員
管
理
計
画

で
適
正
な
人
員
を
検
討
し
、合

理
的・効
果
的
な
配
置
が
で
き
る

よ
う
に
進
め
、人
員
確
保
に
努
め

た
い
。ま
た
、正
規
職
員
の
体
調

不
良
に
よ
る
長
期
休
暇
な
ど
に

つ
い
て
は
会
計
年
度
任
用
職
員

を
雇
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、そ
う
し
た
こ
と
も
含
め
今
後

対
応
し
て
い
き
た
い
。

・
体
育
館
の
空
調
設
備
を
導
入

問
市
民
体
育
館
の
空
調
設
備
の
補

正
を
こ
の
時
期
に
行
う
理
由
と
、

設
置
に
伴
う
利
用
料
の
負
担
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
空
調
の
導
入
に
つ
い
て
は
仮
設

で
の
対
応
を
進
め
て
い
た
が
、近

年
の
酷
暑
と
施
設
が
避
難
所
と

し
て
の
機
能
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
年
度
に
入
り
総
合
的
に
再
検

討
を
行
っ
て
き
た
結
果
、有
利
な

起
債
メ
ニ
ュ
ー
の
活
用
に
よ
り
市

費
の
負
担
額
の
削
減
も
見
込
め

た
た
め
常
設
整
備
と
し
て
補
正

を
あ
げ
た
。ま
た
、空
調
の
使
用

に
つ
い
て
は
電
気
代
等
を
利
用

者
に
ご
負
担
を
い
た
だ
く
こ
と

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

他
４
議
案
を
審
査

個
人
番
号
の
利
用
に
つ
い
て
の
条
例
の

改
正
等
を
審
査

総
務
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会

りっとう議会だよりりっとう議会だより 2023.11.1 66
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◆
水
道
料
金
の
値
上
げ
に
伴
う
条

例
の一
部
改
正
に
つ
い
て
審
査
し

ま
し
た
。

問
水
道
料
金
の
料
金
改
定
に
お
い

て
、２５
・５
パ
ー
セ
ン
ト
の
値
上

げ
を
提
案
さ
れ
た
が
、上
下
水

道
審
議
会
に
お
い
て
激
変
緩
和

を
提
言
さ
れ
、値
上
げ
率
を
１５

パ
ー
セ
ン
ト
に
抑
え
て
い
る
。経

営
戦
略
で
は
５
年
後
に
、１０
・５

パ
ー
セ
ン
ト
の
値
上
げ
を
検
討

さ
れ
て
い
る
。５
年
後
に
値
上
げ

し
な
い
こ
と
も
検
討
さ
れ
る
の

か
。

答
経
営
戦
略
と
し
て
、２５・５
パ
ー
セ

ン
ト
の
値
上
げ
が
必
要
と
考
え

た
。今
後
、状
況
が
変
わ
れ
ば
、値

上
げ
幅
等
を
含
め
て
検
討
す
る
。

問
水
道
管
路
の
更
新
に
つ
い
て
、防

災
面
か
ら
国
、県
の
補
助
は
あ
る

の
か
。

答
耐
震
化
の
補
助
は
あ
る
が
、市
の

料
金
が
補
助
基
準
に
達
し
て
い

な
い
た
め
補
助
を
受
け
る
こ
と
が

出
来
な
い
。国
に
対
し
て
補
助
基

準
の
見
直
し
を
要
望
し
て
い
る
。

問
市
は
、水
道
水
を
売
っ
て
い
る
。

売
る
努
力
を
も
っ
と
す
べ
き
で
あ

る
。

答
経
営
戦
略
の
見
直
し
に
お
い
て
、

水
道
水
を
売
る
戦
略
を
記
載
す

る
。以
前
は
、イ
ベ
ン
ト
等
で
栗

東
の
安
全
な
美
味
し
い
水
の
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
て
い
た
。コ
ロ
ナ
禍
が

落
ち
着
い
た
の
で
、イ
ベ
ン
ト
等

で
Ｐ
Ｒ
を
再
開
す
る
。

問
財
源
と
し
て
、一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
を
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。

答
独
立
採
算
が
原
則
で
あ
る
。赤

字
補
填
な
ど
を
目
的
と
し
た一般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
認
め

ら
れ
て
い
な
い
。

◆
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
に

つ
い
て
は
、保
健
の
向
上
と
福
祉

の
増
進
、並
び
に
子
育
て
家
庭
の

負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
本
市
で

は
現
在
、小
学
校
６
年
生
ま
で
の

児
童
を
対
象
に
医
療
費
自
己
負

担
額
の
助
成
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。県
内
各
市
町
が
医
療
費

助
成
の
対
象
を
拡
大
す
る
中
で
、

本
市
も
中
学
生
へ
の
対
象
拡
大

に
向
け
た
取
り
組
み
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
今
回
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て

ら
れ
る
環
境
の
さ
ら
な
る
構
築

の
た
め
、本
市
に
お
い
て
未
実
施

で
あ
る
中
学
生
の
医
療
費
助
成

制
度
の
制
定
に
つ
い
て
審
査
を

し
ま
し
た
。

問
滋
賀
県
が
全
額
県
負
担
に
よ
る

高
校
生
の
医
療
費
助
成
を
行
う

と
の
こ
と
だ
が
、高
校
生
は
自
己

負
担
な
し
に
な
る
の
か
。ま
た
、

現
在
、栗
東
市
で
は
自
己
負
担

５００
円
を
徴
収
し
て
い
る
が
、自
己

負
担
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
県
の
高
校
生
へ
の
助
成
制
度

の
拡
充
(案
)に
よ
る
と
、自
己

負
担
は
通
院
が

５００
円
、入
院
が

１
０
０
０
円
を
徴
収
す
る
方
向

で
今
現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
。市

で
は
現
在
の
小
学
生
と
こ
れ
か

ら
拡
大
す
る
中
学
生
の
入
院
の

部
分
に
つ
い
て
は
、自
己
負
担
が

発
生
し
な
い
。そ
の
こ
と
に
よ
り
、

高
校
生
と
小
中
学
生
と
の
間
で

違
い
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

※
委
員
会
に
先
立
ち
、滋
賀
県
知
事

に
対
し
て
子
ど
も
の
福
祉
医
療

費
助
成
制
度
の
拡
大
に
関
す
る

緊
急
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

（
詳
し
く
は
p・14
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）

市政は範囲が広く内容も複雑なため、市議会では、委員会を設けて本会議の予備的な審査や重要な事柄の調査をしています。
現在、４つの委員会に分かれ、議案などを審査しています。
各常任委員会 委員の紹介　（◎委員長　○副委員長）
予　　算　議長（上田 忠博）を除く全員　◎上石田 昌子、○川嶋 恵　
総　　務　◎川嶋 恵、○上石田 昌子、中野 光一、寺田 靖広、島田 利恵
環境建設　◎武村 賞、○梶原 美保、田村 隆光、三木 敏嗣、里内 英幸、伊吹 裕
文教福祉　◎西田 聡、○青木 千尋、櫻井 浩司、塩見 隆、奥村 明、谷口 律香

常任
委員会
とは

水
道
料
金
の
値
上
げ
に
伴
う

条
例
改
正
等
を
審
査

子
ど
も
の
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の

拡
充
に
つ
い
て
審
査

▲福祉医療費受給券イメージ

環
境
建
設
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

りっとう議会だよりりっとう議会だより 2023.11.177



委員会ピックアップ委員会ピックアップ

◆
令
和
４
年
度
の
予
算
が
何
に
、ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
、詳

細
に
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

問
F
a
c
e
b
o
o
k
な
ど
の

S
N
S
メ
デ
ィ
ア
は
媒
体
ご
と

に
特
徴
が
あ
る
が
、新
た
な
活
用

は
考
え
て
い
る
の
か
。

答
今
年
度
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
を
取
得
予
定
で
あ
る
。

問
こ
ん
ぜ
の
里
周
辺
施
設
は
、市
の

大
き
な
財
産
で
あ
る
が
、民
間
譲

渡
と
の
関
連
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
今
後
、施
設
改
修
は
誰
が
す
る

の
か
、リ
ス
ク
分
担
が
課
題
に

な
っ
て
く
る
。事
業
ス
キ
ー
ム
の

検
討
と
合
わ
せ
、民
間
譲
渡
も

含
め
た
可
能
性
を
模
索
し
た
い
。

問
J
R
栗
東
駅
付
近
の
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
設
置
に
496
万
円
余
り
の

執
行
が
あ
る
が
、現
在
何
％
程

度
完
成
し
て
い
る
の
か
。

答
平
成
29
年
度
か
ら
実
施
し
て
お

り
、現
在
79・7
％
の
進
捗
で
あ

る
。

問
栗
東
駅
2
階
か
ら
ウ
イ
ン
グ
プ

ラ
ザ
に
向
か
う
通
路
の
タ
イ
ル

の
剥
が
れ
は
修
繕
計
画
が
あ
る

の
か
。

答
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
は
今
年

度
1
月
末
を
工
期
と
し
た
修
繕

設
計
を
発
注
し
て
い
る
。

問
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導

入
で
、職
員
の
負
担
は
軽
減
で
き

て
い
る
の
か
。

答
毎
日
の
手
書
き
連
絡
帳
な
ど
の

時
間
短
縮
が
図
れ
、教
材
準
備

や
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る
時
間

に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

問
総
合
相
談
事
業
に
お
い
て
、目
標

値
よ
り
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、業
務
の
増
加
が
課
題

と
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
対
応
は
。

答
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
対
応
し
て
い
る
。人
員
に
つ

い
て
、令
和
5
年
度
は
3
包
括
で

6
名
ず
つ
配
置
し
て
い
る
。

問
公
共
下
水
道
事
業
経
営
指
標
に

つ
い
て
、不
明
水
の
状
況
は
。

答
令
和
４
年
度
は
10・9
％
で
令
和

3
年
度
か
ら
約
5
％
減
少
し
て

い
る
。降
雨
量
の
減
少
が
原
因

と
考
え
ら
れ
る
。

問
農
業
集
落
排
水
の
法
適
化
推
進

支
援
等
委
託
業
務
に
つ
い
て
、観

音
寺
地
区
は
含
ま
れ
て
い
る
の

か
。今
後
の
状
況
は
。

答
観
音
寺
地
区
も
含
ま
れ
て
お
り
、

県
の
汚
水
処
理
構
想
の
見
直
し
に

伴
う
委
託
業
務
で
経
済
比
較
を
行

い
、方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
。

環
境
施
設
の
整
備
、

更
新
に
つ
い
て
審
査

決
算
特
別
委
員
会

環
境
セ
ン
タ
ー

整
備
特
別
委
員
会

◆
８
月
２２
日
に
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。ご
み
処
理
施
設
建
設

候
補
地
の
決
定
に
向
け
た
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
、お
よ
び
現
環

境
セ
ン
タ
ー
周
辺
４
自
治
会（
六

地
蔵
、伊
勢
落
、林
、六
地
蔵
団

地
）へ
の
報
告
の
概
要
や
各
自
治

会
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

問
周
辺
４
自
治
会
の
説
明
会
な
ど

に
お
い
て
、契
約
書
、確
約
書
に

対
し
、意
見
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
の
か
。

答
契
約
書
、確
約
書
に
つ
い
て
は
、

重
い
も
の
で
あ
る
。役
員
か
ら
は

“
誠
意
を
も
っ
て
丁
寧
に
説
明
し

て
欲
し
い
。ま
た
、初
代
の
環
境

セ
ン
タ
ー
建
設
当
時
の
課
題
を

知
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
に
は
、特

に
丁
寧
に
説
明
し
て
欲
し
い
”と

の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

令
和
４
年
度
の
市
財
政
の
使
わ
れ
方
は
？

▲道の駅こんぜの里りっとう

▲ペデストリアンデッキ（栗東駅前）
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自
治
会
が
あ
た
か
も
市
の
下
請
け
の
よ

う
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
上
、担
い
手
不

足
や
高
齢
化
と
い
っ
た
社
会
的
課
題
も
顕
著
と

な
り
、自
治
会
自
体
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
限
界
を

迎
え
つ
つ
あ
る
。ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
の
到
来

を
契
機
に
、市
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
実
質
的
な
担

い
手
で
あ
る
自
治
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
べ
き
。負
担

軽
減
の
観
点
か
ら
、行
政
か
ら
の
依
頼
文
書
の

妥
当
性
と
削
減
に
つ
い
て
の
考
え
を
問
う
。

　

可
能
な
限
り
簡
素
化
に
努
め
、「
自
治

会
課
題
対
応
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
お
い
て
今

年
度
検
討
を
進
め
る
。

　

行
政
は
自
治
会
に
丸
投
げ
せ
ず
、災
害

時
の
安
否
確
認
や
要
援
護
者
の
支
援
等
に

関
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
、施
策
を
お
ろ
し

て
い
く
べ
き
。国
の
地
方
交
付
税
措
置
や
臨
時
交

付
金
等
を
活
用
し
、市
民
の
安
全
と
自
治
会
の

負
担
軽
減
に
努
め
ら
れ
た
い
が
、考
え
を
問
う
。

　
先
進
事
例
の
調
査
研
究
を
進
め
る
。

　

学
区
外
に
通
学
す
る
児
童
や
、鉄
道・河

川
を
超
え
て
の
自
治
会
編
成
等
の
対
策
と

し
て
、住
居
表
示
を
段
階
的
に
進
め
る
こ
と
も
本

市
の
大
き
な
課
題
。当
局
の
考
え
を
問
う
。

　

地
域
住
民
の
合
意
の
下
、計
画
的
に
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　

議席番号 質問者 質問事項

12 上石田昌子 持続可能な地域活動をサポートするために
≪自治会活動の課題とこれから≫

11 谷口　律香 子どもの遊び場と安全なスポーツ環境について

7 西田　聡
学校の暑さ対策について

スクールロイヤーの配置について

６ 寺田　靖広 ゴミを減量することで予算削減は可能か

14 櫻井　浩司 栗東健康運動公園について

９ 里内　英幸 100歳大学の活性化に向けて

４ 川嶋　恵
地域で取り組む幸齢社会

子育て支援の更なる充実を

10 島田　利恵 SDGｓについて

3 塩見　隆 第４期栗東市地域福祉計画について

１ 青木　千尋 自衛官募集事務について

２ 伊吹　裕
認知症があっても安心して暮らせるまちづくりのために

子どもの医療費の無償化の拡充について

13 田村　隆光 障害者差別解消法等の遵守で生きやすい共生社会の実現を！

８ 梶原　美保 水道施設の安全性と事業の将来展望

個
人
質
問

こ
こ
が
聴
き
た
い 

市
政
を
問
う

個人質問の
全体映像は
こちらから▶

問問問 答答答

自治会活動の課題とこれから
上石田 昌子 議員

9
月
8
～
１2
日
に
、１３
人
が
質
問
し
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
、紙
面
の
都
合
上
、主
な
質
問
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。す
べ
て

の
質
問
に
つ
い
て
は
、Y
o
u
T
u
b
e
に
て
本
会
議
の
様
子
を
視
聴

で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問答意
…
議
員
の
質
問

…
市
か
ら
の
回
答

…
議
員
の
意
見
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常
設
の
資
源
ご
み
回
収
場
所
を
設
定

す
る
こ
と
を
検
討
で
き
る
か
。

　
新
た
な
回
収
拠
点
の
設
置
は
場
所
の
確
保

や
管
理
の
負
担
面
か
ら
困
難
と
思
わ
れ
る
。

　
少
な
い
負
担
で
資
源
ご
み
の
回
収
量
を

増
や
せ
る
方
法
は
あ
る
か
。

　

古
紙
類・金
属・び
ん・ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と

い
っ
た
資
源
ご
み
に
つ
い
て
、平
日
の
開
場

時
間
中
で
あ
れ
ば
、事
前
申
請
を
行
わ
な
く
て
も

環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
入
が
で
き
る
よ
う
な
対

応
を
検
討
し
た
い
。

　

生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
、可
燃
ご
み

減
量
が
可
能
か
。

　
管
理
を
さ
れ
る
自
治
会
の
負
担
や
衛
生

面
、堆
肥
の
引
き
取
り
先
の
確
保
等
、課

題
も
多
い
。

　

生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
の
申
請
件

数
は
。

　

令
和
４
年
度
が
１９
件
、令
和
３
年
度
が

２３
件
、令
和
２
年
度
が
２２
件
。

　
「
可
燃
ご
み
」を「
燃
や
す
し
か
な
い
ご
み
」

と
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
が
、ご
み
袋
の

デ
ザ
イ
ン
を
工
夫
す
る
こ
と
は
出
来
る
か
。

　
ご
み
袋
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
等
と
の
整
合
も
含
め
、タ
イ
ミ

ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
検
討
し
た
い
。

　

可
燃

ご
み
の

減
量
は
環
境

と
市
の
予
算

に
優
し
い
の

で
、４
R
の
推

進
を
お
願
い

致
し
た
い
。

　
熱
中
症
予
防
に
関
す
る
基
準
や
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
学
校
に
お
け
る
暑
さ
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

熱
中
症
指
数
計
を
活
用
し
、暑
さ
指
数

に
応
じ
て
運
動
を
中
止
す
る
な
ど
事
故
防

止
に
最
大
限
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
。適
時
適
切

な
水
分
補
給
を
家
庭
と
も
協
力
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
登
下
校
を
含
め
た
暑
さ
対
策
は
。

　

帽
子
や
日
傘
の
活
用
を
勧
め
て
い
る
。

下
校
前
に
運
動
を
行
っ
て
い
た
場
合
は
、

十
分
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
し
、体
調
を
整
え
た
う
え
で

下
校
す
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

　
早
期
の
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
配
置

　
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
配
置
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
問
題
が
深
刻
化
す
る
前
に
法
的
観
点
か

ら
事
案
の
問
題
点
を
発
見
し
、初
期
対
応

の
段
階
で
助
言
が
い
た
だ
け
る
。

　
他
市
町
の
活
用
状
況
は
。

　
早
期
対
応
と
し
て
事
案
の
相
談
を
す
る

こ
と
で
９
割
以
上
の
事
案
が
解
決
、好
転

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
早
期
配
置
を
期

待
す
る
が
如
何
か
。

　
チ
ー
ム
学
校
の一員
と
し
て
、で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
配
置
で
き
る
よ
う
検
討
を

進
め
る
。

子
ど
も
の
遊
び
場
に
つ
い
て

　
市
内
公
園
に
は「
ボ
ー
ル
遊
び
禁
止
」等

の
啓
発
看
板
が
あ
る
公
園
も
あ
り
、「
ど
こ

で
ボ
ー
ル
遊
び
を
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」

と
い
う
市
民
の
声
が
あ
る
。小
学
校
高
学
年
以
上

で
も
ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
公
園
に
つ
い
て
ま
と

め
た
公
園
マ
ッ
プ
を
作
成
で
き
な
い
か
。

　
案
内
で
き
る
内
容
を
検
討
す
る
。

　
放
課
後
や
休
日
の
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

個
人
利
用
の
可
否
に
つ
い
て
市
民
の
間
で

認
識
に
ず
れ
が
あ
る
。子
ど
も
の
遊
び
場
と
し
て

個
人
利
用
を
認
め
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
栗

東
市
で
も
個
人
利
用
は
可
能
か
。

　
原
則
、認
め
て
い
な
い
。１０
人
以
上
の
登

録
団
体
の
み
認
め
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
遊
び
場
に
つ
い
て
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

　

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
個
人
利
用
に
つ
い

て
は
ル
ー
ル
で
杓
子
定
規
に
決
め
る
必
要

が
な
い
と
思
っ
て
い
る
。大
人
が
寛
大
に
な
る
こ

と
も
必
要
。子
ど
も
の
遊
び
場

や
ス
ポ
ー
ツ
の
場
の
使
い
や
す

さ
に
つ
い
て
今
後
も
し
っ
か
り

と
考
え
て
い
く
。

学
校
体
育
館
の
冷
房
設
備
に
つ
い
て

　
災
害
時
の
避
難
場
所
と
も
な
る
体
育
館

の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
検
討
し
て
い
る
か
。

　
検
討
し
て
い
な
い
。

　
熱
中
症
対
策
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
開
放
時

に
学
校
設
置
の
冷
風
機
は
使
用
可
能
か
。

　

今
年
に
限
り
、学
校
に
申
し
出
が
あ
っ

た
団
体
に
つ
い
て
は
使
用
を
認
め
て
い
る
。

問問問問問意 答答答答答

▲亀岡市の「燃やすしかないごみ袋」「埋め立てるしかないごみ袋」

▲熱中症対策・屋内用スポットクーラー

子どもが安全に自由に遊べる場所を増やしたい！
谷口 律香 議員

学校の暑さ対策
西田 聡 議員

ゴミを減量することで予算削減は可能か
寺田 靖広 議員

問問問問 答答答 答

問問問問問 答答答答答

問答
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地域で取り組む幸齢社会
川嶋 恵 議員

　

公
園
を
３
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
る
と
の

こ
と
だ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ゾ
ー
ン
の
ビ
ジ
ョ

ン
は
。　

現
在
行
っ
て
い
る
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調

査
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

　

周
辺
の
自
治
会
で
の
説
明
会
の
中
で
、

い
い
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、考
え
ら
れ
る
デ

メ
リ
ッ
ト
、馬
の
ゾ
ー
ン
か
ら
の
糞
尿
の
匂
い・騒

音・馬
場
に
使
用
さ
れ
る
砂
や
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
の

粉
塵
等
説
明
は
し
て
い
る
の
か
。

　

説
明
会
に
お
い
て
も
ご
意
見
を
い
た
だ

い
て
お
り
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
課

題
整
理
を
し
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　

引
退
競
走
馬
を
引
き
取
っ
て
繋
養
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、人
と
触
れ
合
っ
た
り
、乗

馬
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
、ど
の
く
ら
い

に
の
期
間
を
考
え
て
い
る
の
か
。ま
た
馬
の
特
性

を
理
解
し
て
い
る
の
か
。

　

競
走
馬
と
触
れ
合
え
る
ま
で
に
は
、半

年
か
ら
１
年
の
リ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要

と
聞
い
て
い
る
。馬
の
特
性
に
つ
い
て
は
危
険
な

部
分
も
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
の
で
事
業
者
と

協
議
を
重
ね
事
故
の
な
い
よ
う
安
全
対
策
を
十

分
検
討
し
て
い
く
。

問問問 答答答

　

開
校
以
来
の
入
校
生
の
推
移
と
、運
営

改
善
を
図
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

で
の
協
議
内
容
を
問
う
。

　
１
期
よ
り
43
名
、24
名
、14
名
、24
名
、

20
名
、12
名
、今
年
度
が
29
名
と
推
移
し

て
い
る
。ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
で
は
、次
年
度
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
や
、新
入
生
募
集
要
項
を
協
議

し
て
い
る
。

　
持
続
可
能
な
事
業
と
し
て
必
要
な
要
因

を
問
う
。

　

大
学
の
意
義
や
目
的
の
再
確
認
と
、卒

業
後
の
地
域
貢
献
活
動
等
が
で
き
る
環
境

作
り
が
必
要
。

　

大
学
運
営
の
受
託
者
に
対
す
る「
プ
ロ

グ
ラ
ム
」「
実
施
内
容
」の
質
の
管
理
に
ど
の

よ
う
な
指
示・指
導
が
さ
れ
て
い
る
か
を
問
う
。

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
の
意
見
を
参
考

に
、大
学
の
目
的
と
講
座
の
ポ
イ
ン
ト
を
、

講
座
の
目
的
に
合
致
す
る
よ
う
指
導
を
行
っ
て
い

る
。　

大
学
の
充
実
に
向
け
た
具
体
策
は
。

　

新
た
な
活
動
が
立
ち
上
が
る
き
っ
か
け

と
し
て
、卒
業
生
の
交
流
の
場
づ
く
り
を

進
め
、必
要
な
地
域
課
題
等
を
情
報
提
供
す
る
。

健
康
や
生
き
が
い
づ
く
り
の
実
践
と
し
て
の「
自

助
」と
、地
域
貢
献
の
実
践
と
し
て
の「
共
助
」に

つ
な
が
る
よ
う
創
意
工
夫
を
進
め
る
。

問問問 答答答問答

▲100歳大学、グループワークの様子

▲認知症サポーター養成講座の教材と栗東市認知症ケアパス

100歳大学の活性化に向けて
里内 英幸 議員

栗東市健康運動公園
櫻井 浩司 議員

　
「
認
知
症
基
本
法
」で
は
、理
解
を
深
め

る
こ
と
が
基
本
理
念
の一つ
に
あ
る
が
、認

知
症
に
対
し
て
、子
ど
も
や
若
者
も
含
め
理
解
を

深
め
る
啓
発
は
。

　

小
学
生
や
市
民
団
体
、民
間
企
業
向
け

に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
以
前

よ
り
開
催
し
て
い
る
。現
在
は
団
体
単
位
を
対

象
と
し
て
い
る
が
、今
後
は
機
会
の
拡
大
を
図
る

た
め
個
人
で
も
受
講
で
き
る
よ
う
に
検
討
す
る
。

　

早
期
発
見
、早
期
診
断
を
推
進
し
、認

知
症
の
重
度
化
の
抑
制
や
、治
療
へ
繋
が

る
、も
の
忘
れ
検
診
の
見
解
は
。

　
受
け
入
れ
で
き
る
医
療
機
関
の
状
況
や

費
用
負
担
の
課
題
も
あ
り
、当
面
は
相
談

支
援
業
務
の
な
か
で
、早
期
発
見
や
診
断
が
受
け

ら
れ
る
支
援
の
充
実
に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
を
　　

　

乳
幼
児
健
診
の
ネ
ッ
ト
予
約
シ
ス
テ
ム

の
導
入
の
考
え
は
。

　

今
年
度
、母
子
健
康
手
帳
ア
プ
リ
の
導

入
を
進
め
て
お
り
、利
便
性
の
向
上
に
向

け
て
、シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
る
。

　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
考
え
は
。

　

家
庭
で
の
読
み
聞
か
せ
の
定
着
に
向
け

た一
助
と
な
る

よ
う
、10
か
月
乳
幼

児
健
診
時
に
絵
本
ガ

イ
ド
を
配
布
し
て
い

る
。ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
に
つ
い
て
は
本
市

で
は
取
り
組
ん
で
い

な
い
。

問問問問 答答答答
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自
衛
隊
へ
の「
提
供
」の
実
態
を
問
う
。

　

毎
年
、自
衛
隊
滋
賀
地
方
協
力
本
部
よ

り「
閲
覧
請
求
」が
あ
り
、住
民
基
本
台
帳

法
に
基
づ
き「
閲
覧
」で
対
応
し
て
い
る
。

　
提
供
の
内
容
を
問
う
。4
年
前
は
自
治
会

名
も
提
供
し
て
い
た
。改
善
さ
れ
た
の
か
。

　
住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、性
別
の
4
情

報
と
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
5
年
度
の
閲
覧
許
可
日
、閲
覧
日

時
、閲
覧
人
数
は
。

　

4
月
6
日
に
請
求
。4
月
14
日
に
閲

覧
。閲
覧
人
数
は

789
人
。

　
自
衛
隊
へ
の
提
供
を
希
望
し
な
い
市
民

へ
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
市
民
か
ら
申
し
出
が
あ
れ
ば
閲
覧
台
帳

か
ら
の
削
除
は
可
能
。

　

市
民
は
自
衛
隊
に
若
者
の
名
簿
が
提

供
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
何
で
知
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
。

　

栗
東
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
住
民
基

本
台
帳
の一

部
の
写
し
の
閲
覧

状
況
」(1
年
後
)

で
み
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

本
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
知
活
動
で
生
じ

た
効
果
は
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
つ
い
て
は
、認
知
度

を
測
り
始
め
た
段
階
で
、職
員
等
に
は一定

進
ん
だ
。効
果
の
分
析
検
証
は
こ
れ
か
ら
で
あ

り
、総
合
計
画
に
掲
げ
る
政
策
目
標
へ
の
評
価
の

際
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
視
点
に
立
っ
た
成
果
分
析
も

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
推
進
す
る
予
定
は
。

　

本
市
で
は
総
合
計
画
の
推
進
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
目
標
達
成
へ
の
貢
献
に
繋
が
る
も
の

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。今
後
、目
標
と
指
標

設
定
を
経
て
、ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
移
行

し
、推
進
を
図
っ
て
い
く
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
へ
の
応
募
予
定
は

あ
る
の
か
。

　

総
合
戦
略
が
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
未
来
都
市
の
認

定
を
受
け
る
こ
と
で
よ
り
効
果
が
見
込
ま

れ
る
場
合
は
応
募
を
し
た
い
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
繋
が
る
栗
東
市
の
将
来
都
市

像「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
く
な
る
安
心

な
元
気
都
市
栗
東
」に
対
す
る
市
長
の
見
解
は
。

　

住
み
続
け
た
く
な
る
に
は
誇
り
と
愛
着

が
キ
ー
ワ
ー
ド
。Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
が
ど
の
よ
う
に

絡
む
か
考
え
て
い
き
た
い
。　

　
地
域
福
祉
計
画
を
よ
り
実
効
性
の
あ
る

も
の
と
し
て
推
進
し
て
い
く
た
め
に
も
管

理
指
標
の
設
定
と
達
成
状
況
の
把
握
、公
表
等
に

つ
い
て
の
考
え
方
は
。

　
代
表
的
な
指
標
の
設
定
に
よ
る
評
価
の

提
案
に
つ
い
て
は
、進
行
管
理
を
行
う
上

で
、一
定
の
成
果
は
あ
る
と
考
え
る
。さ
ま
ざ
ま

な
情
報
媒
体
を
活
用
し
、本
計
画
の
趣
旨
な
ど

を
市
民
の
方
々
に
広
く
周
知
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

　

若
い
世
代
の
社
会
貢
献
活
動
へ
の
参
加

拡
大
の
取
り
組
み
は
。

　

情
報
発
信
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
新
た
な
手
段

も
取
り
入
れ
る
な
ど
有
効
な
情
報
発
信
方

法
を
充
分
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、本
市
出
身
の

著
名
人
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
人
材
へ
の
協
力
依

頼
に
つ
い
て
は
関
係
課
と
と
も
に
検
討
し
て
い
く
。

　
ベ
テ
ラ
ン
の
企
業
人・社
会
人・職
業
人

と
し
て
培
っ
て
き
た
男
性
シ
ニ
ア
世
代
の

ス
キ
ル
や
経
験
を
、子
育
て
支
援
を
核
と
し
た
新

た
な「
地
域
づ
く
り
」に
活
か
す
た
め
の
取
り
組

み
は
。　

児
童
館
に
お
け
る「
お
で
か
け
シ
ル
バ
ー

マ
マ・パ
パ
事
業
」な
ど
を
実
施
し
地
域
社

会
と
の
関
わ
り
の
糸
口
づ
く
り
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
一人
で
も
多

く
の
シ
ニ
ア

世
代
の
方
が
活
躍

で
き
る
場
を
提
供

し
て
頂
く
よ
う
、働

き
か
け
を
お
願
い

す
る
。

問

問

問

問

問

問問問

答

答

答

答

答

答答答

問問問問 答答答答

▲自衛隊イベント等の案内（栗東市役所）

▲市役所階段下にあるSDGs啓発サムネイル

地域福祉計画の内容について聞く
塩見 隆 議員

SDGsを認知から推進、行動へ
島田 利恵 議員

自衛隊員募集事務での若者の氏名等の「閲覧」は中止を
青木 千尋 議員

意
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本
市
に
お
け
る
認
知
症
罹
患
者
の
実
数

と
推
移
予
測
は
。

　

実
数
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
だ

が
、専
門
医
療
が
必
要
な
重
度
の
人
は

１
３
３
４
人
で
あ
り
、65
歳
以
上
の
１０
％
。

2
0
3
0
年
に
は
20
～
23
％
ほ
ど
大
幅
に
増
加

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
相
談
窓
口
の
増
設
は
。

　

市
内
に
3
か
所
に
あ
る
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。ま

た
、窓
口
に
行
か
な
く
て
も
自
宅
に
訪
問
し
て
相

談
に
応
じ
る
な
ど
柔
軟
な
対
応
を
し
て
い
る
。

　

認
知
症
患
者
の
個
人
賠
償
制
度
の
導
入

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

近
隣
市
の
状
況
も
見
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

子
ど
も
の
医
療
費
無
償
化
の
拡
充
を　

　

滋
賀
県
は
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
高

校
世
代
分
の
助
成
を
24
年
度
に
も
実
施
す

る
計
画
を
し
て
い
る
。現
在
県
内
で
彦
根
市
と
本

市
の
み
が
小
学
生
ま
で
の
助
成
で
空
白
と
な
る

こ
と
は
避
け
る
べ
き
、考
え
は
。

　

安
心
し

て
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら

れ
る
環
境
づ
く

り
の
た
め
、令

和
6
年
よ
り
中

学
生
の
助
成
拡

大
を
実
施
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、

今
回
決
断
し

た
。

　

障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
、障
害
の
あ

る
人
に
対
し
て
行
政
を
は
じ
め
会
社
や

店
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
事
業
者
は「
合

理
的
配
慮
の
提
供
※
1
」が
努
力
義
務
と
し
て
求

め
ら
れ
て
き
た
が
、令
和
６
年
６
月
１
日
よ
り
義

務
化
に
な
る
。事
業
者
が
こ
の
た
め
の
環
境
を
整

備
す
る
際
、一定
の
経
費
等
の
負
担
が
生
じ
る
が
、

支
援
策
は
あ
る
の
か
。

　

県
条
例
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る

助
成
制
度
が
あ
る
。市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
周
知
広
報
し
て
い
る
。

　
平
成
３１
年
４
月
に
身
体
障
害
者
福
祉
法

施
行
規
則
が
改
正
さ
れ
障
害
者
手
帳
の
記

載
事
項
等
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、利
用
者

が
希
望
す
る
場
合
は
身
体
障
害
者
手
帳
を
カ
ー

ド
形
式
で
も
交
付
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。市
の

対
応
は
。

　

本
市
で
は
他
府
県
の
手
帳
も
含
め
、

カ
ー
ド
化
さ
れ
た
障
害
者
手
帳
を
取
り

扱
っ
た
事
例
は
な
い
。カ
ー
ド
化
に
つ
い
て
は
、耐

久
制
と
携
帯
性
が
向
上
す
る
こ
と
で
所
持
者
に

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
反
面
、記
載
さ
れ
る
文
字
が
小

さ
く
見
づ
ら
く

な
る
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

県
は
導
入
に
つ
い

て
は
慎
重
に
検
討

中
で
あ
る
。

問問 答答

　
7
月
26
日
午
後
2
時
ご
ろ
発
生
の
荒
張

ル
モ
ン
タ
ウ
ン
で
の
水
道
断
水
事
故
の
概

要
と
原
因
は
。

　
加
圧
ポ
ン
プ
施
設
の
点
検
の
た
め
屋
外

消
火
栓
を
使
用
後
、放
水
が
止
ま
ら
ず
、配

水
管
の
圧
力
が
低
下
し
、一帯
で
水
圧
が
低
下
、濁

水
、断
水
が
発
生
し
た
。広
報
車
等
で
周
知
し
、給

水
車
を
配
置
。応
急
的
止
水
措
置
と
水
道
管
洗
浄

作
業
を
行
い
、午
後
7
時
通
水
を
開
始
し
た
。

故
障
し
た
消
火
栓
は
設
置
か
ら
27
年
が
経
過

し
、経
年
劣
化
に
よ
る
部
品
の
破
損
が
原
因
と

考
え
ら
れ
る
。

　

水
道
事
業
は
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ

り
、今
後
の
水
道
事
業
の
健
全
経
営
は
大

変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。有
収
水
量

減
少
の
傾
向
を
鑑
み
た
、施
設
の
ス
ペ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
、ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
の
考
え
は
。

　

現
在
施
工
中
の
第
1
高
区
配
水
池
更

新
工
事
に
お
い
て
貯
留
能
力
の
最
適
化
を

行
っ
て
い
る
。適
正
な
規
模
の
更
新
工
事
を
実
施

し
て
い
く
。

　
持
続
可
能
な
水
道
事
業
運
営
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

老
朽
化
施
設
の
更
新
、民
間
活
力
に
よ

る
ノ
ウ

ハ
ウ
や
支
払

い
方
法
の
多

様
化
、
経
営

基
盤
の
強
化
、

漏
水
防
止
対

策
等
を
図
り
、

安
心
で
お
い

し
い
水
の
安

定
供
給
に
取

り
組
む
。

問問問 答答答

▲金勝水源地

問問問 問 答答 答答

水道施設の安全性と事業の将来展望
梶原 美保 議員

障害者差別解消法等の遵守で生きやすい共生社会の実現を
田村 隆光 議員

認知症があっても安心して暮らせるまちづくりのために
伊吹 裕 議員

りっとう議会だよりりっとう議会だより 2023.11.11313



知事に緊急要望

　８月２８日に議長、副議長が滋賀県庁を訪問し、子どもの福祉医療費助成制
度の拡大に関する知事あての緊急要望書を提出しました。
　先般、滋賀県において新たな制度として「（仮称）高校生等福祉医療費助成制
度」を令和６年度より県が事業費を全額負担する形で計画が示されました。本市
においては中学生向けの医療費助成が未実施であり、この部分の取組みについ
て新たな課題が生じています。ついては本市において中学生まで医療費助成を
拡大する上で、市町の子ども政策に対する支援策「（仮称）子ども・子育て施策推
進交付金」が不可欠なことから、県により事業費の２分の１に相当する額を確保い
ただき、また恒久財源として制度化していただくよう、強い思いを伝えました。

　国道１号・８号バイパスや接続する主要幹線道路の事業進捗を確認するた
め、８月１日に協議会を開催しました。
　当日は、国道８号野洲栗東バイパス、栗東水口道路および大津能登川長浜
線（山手幹線）について現場視察を行い、滋賀国道事務所と滋賀県南部土木
事務所から、それぞれの「事業進捗状況」および「今後の事業計画等」につい
て説明を受けました。
　帰庁後、歩行者や自転車の通行ルートの確保や交差点の渋滞対策、通学
路の安全対策などの質疑を行いました。

　8月２１日に議員研修を開催し、青森大学社会学部の佐藤淳教授を講師に
迎え「『議会基本条例』の原点に立ち戻ろう」をテーマに講義とグループワー
クを行いました。栗東市議会の「上手く出来ているところ」「伸びしろなところ」
を書き出し、議会基本条例についての現状を評価し、課題についての意見交
換を行いました。議員それぞれが議会改革として挑戦したい具体的な目標を
設定、共有し共通意識を深め、市議会をより良くするための改革に取り組む
決意を新たにしました。

議会基本条例の原点に立ち戻る研修を開催

▲大津能登川長浜線（山手幹線）
　現場（上砥山地先）　　　　　

▲グループワークで市議会の課題を意見交換

子どもの福祉医療費助成に関して緊急要望

国道８号バイパスなどの現場を確認
環境建設常任委員会

議会改革特別委員会
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●表紙写真
いちじくがおいしいジャムやピューレに

　秋と言えば食欲の秋！私は栗やさつまいも、柿など一年の中でも秋の味覚が大好きです。
　さて、この議会だより編集作業中は議会の振り返りができると同時に、特集ページから今まで知らなかった栗東の魅力を
知るなど、とても充実した時間となっています。今号から再開した特集ページは委員が輪番で取材し、内容をまとめています。
議会を分かりやすくお伝えするととともに、私たち議員の人柄も垣間見える、そんな議会だよりを目指したいです。　（谷口）
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